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新
居
浜
市
で
一
軒
と
な
っ
た
蔵
元
「
近
藤
酒
造
」
は
地
元
に

こ
だ
わ
る
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
。水
は
県
内
で
唯
一
選
出
の
、

平
成
の
名
水
百
選
「
つ
づ
ら
淵
」
と
同
種
の
明
石
山
系
の
湧
水
、

県
産
酵
母
、
主
と
す
る
米
は
市
内
の
契
約
農
家
の
松
山
三
井
、

杜
氏
は
５
代
目
の
現
代
表
・
近
藤
嘉
郎
さ
ん
で
す
。

　

平
成
９
年
、
近
藤
さ
ん
が
家
業
を
継
ぐ
べ
く
地
元
へ
戻
る
と

蔵
は
稼
働
せ
ず
、
酒
類
卸
売
業
を
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
予

期
せ
ぬ
事
態
に
驚
き
、
蔵
の
再
興
を
模
索
し
３
年
。
自
身
が
杜

氏
と
な
る
事
で
再
開
で
き
な
い
か

−

そ
こ
に
は
多
く
の
試
練

が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。
酒
造
り
の
大
変
さ
を
知
る
４
代
目
の

父
の
反
対
、周
囲
は
“
社
長
の
息
子
の
道
楽
”
と
揶や

揄ゆ

し
ま
す
。

頭
を
丸
め
、
一
人
一
人
に
頭
を
下
げ
、
卸
業
を
終
え
た
後
、
趣

味
か
ら
携
帯
電
話
ま
で
全
て
の
外
界
を
遮
断
し
て
酒
造
り
に
専

念
し
ま
す
。
29
歳
の
杜
氏
は
、
酒
造
組
合
の
先
輩
の
話
に
耳
を

傾
け
、
教
科
書
を
片
手
に
蔵
に
泊
ま
り
、
点
滴
を
打
ち
、
暗
中

模
索
・
満
身
創
痍
で
没
頭
し
ま
す
。
あ
る
時
は
、
京
都
で
杜
氏

を
す
る
友
が
深
夜
に
駆
け
つ
け
タ
ン
ク
を
確
認
、「
大
丈
夫
」

の
言
葉
を
残
し
、
15
分
後
に
早
朝
仕
事
へ
と
踵き

び
すを
返
す
等
、
多

く
の
恩
の
中
で
醸
し
た
小
タ
ン
ク
２
本
は
生
涯
一
度
の
特
別
な

酒
と
な
り
ま
し
た
。
８
年
後
、全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
受
賞
。

「
や
っ
と
蔵
元
と
し
て
同
じ
土
俵
に
立
て
た
」
と
近
藤
さ
ん
。

　

銘
柄
「
華
姫
桜
」
は
、
日
本
の
「
桜
」、
愛
媛
の
「
姫
」、
宴

に
「
華
」
や
ぐ
酒
に
由
来
す
る
も
、
敷
地
に
倒
木
し
つ
つ
も
翌

年
に
花
を
咲
か
せ
た
桜
が
あ
り
、蔵
の
復
活
と
も
重
な
り
ま
す
。

近藤酒造株式会社
代表銘柄	 華姫桜（はなひめさくら）
創　　業	 1878年（明治11年）
代 表 者	 代表取締役　近藤　嘉郎
住　　所	 新居浜市新須賀町1-11-46
T E L	 0897-37-3351

▼

５
代
目
、
近
藤
嘉
郎
さ
ん
。
正
面
の
門
に
は
大
き
な
杉
玉
が
下
が
る

▼

妥
協
し
な
い
酒
造
り
が
続
く

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

華
姫
桜

４
▲愛媛県酒造組合
の統一銘柄酒「し
ずく媛」。旨みと
切れ味が融合す
る、爽やかな酒

▲平成27年、全国新酒鑑評会にて
　2度目の金賞受賞
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〈今月の素材〉牛バラ肉（伊予牛「絹の味」）

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　手掘りの里芋の収穫は大変な作業で
す。掘り起こした芋をカゴに入れるお手
伝いをしていた子どもたちもだんだん疲
れてきたのかな？　150㎝以上伸びた葉
の中でかくれんぼをしたり、日傘のよう
にかざしてみたり。いつでもどこでも、
子どもたちは遊びの天才。でも、もう少
しお手伝いをがんばって！　夕食は芋炊
き、煮っころがし、味噌田楽と、ホクホ
ク里芋料理かな？
●表紙：里芋の収穫
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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は
、
前
年
を
や
や
下
回
る
予
想
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
栽
培
管
理
の
徹
底
に
よ

る
高
品
質
果
実
の
生
産
、
低
品
位
果
実
の

出
荷
自
粛
・
市
場
隔
離
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
全
果
協
か
ん
き
つ
部
会
で
協
議
決
定

し
た
27
年
か
ら
29
年
ま
で
の
３
カ
年
間

で
、
極
早
生
み
か
ん
の
結
果
樹
面
積
10
％

削
減
目
標
の
必
達
が
重
要
で
す
。

　

早
生
み
か
ん
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
は

前
年
を
わ
ず
か
に
上
回
る
予
想
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
中
生
、
普
通
み
か
ん
に
つ

い
て
は
、
前
年
を
下
回
る
生
産
予
想
量
と

な
が
ら
、
依
然
と
し
て
園
地
・
樹
に
よ
る

バ
ラ
ツ
キ
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
隔
年
結

果
の
是
正
に
向
け
た
適
正
着
果
対
策
を
徹

底
し
、
高
品
質
果
実
生
産
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
年
産
露
地
み
か
ん
の
品
種
別
生
産
予

想
量
は
、
表
年
廻
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、

着
果
量
は
全
体
的
に
少
な
く
、
生
理
落
果

に
お
い
て
も
一
次
落
果
が
多
め
で
あ
っ
た

た
め
、
昨
年
に
比
べ
て
生
産
量
は
若
干
少

な
く
な
る
予
想
で
す
。
早
生
み
か
ん
の
販

売
価
格
を
左
右
す
る
極
早
生
の
生
産
量

　　　　　

平
成
27
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想

量
は
、
日
園
連
の
９
月
１
日
時
点
の
主
産

県
調
査
に
よ
る
と
78
万
８
千
ト
ン
程
度

（
前
年
比
98
％
、
25
年
比
96
％
）、
愛
媛
県

は
12
万
８
千
ト
ン
（
前
年
比
99
％
、
25
年

比
93
％
）
で
、
適
正
生
産
量
（
全
国
90
万

ト
ン
、
愛
媛
14
万
８
、６
６
０
ト
ン
）
を

下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

　

平
成
27
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想
量
（
日
園
連
主
産
県
調
査
）
は
、
全
国
で
約
78
万
８
千
ト
ン
（
前
年
比
98
％
、
25
年

比
96
％
）、
愛
媛
県
は
約
12
万
８
千
ト
ン
（
前
年
比
99
％
、
25
年
比
93
％
）
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
露

地
み
か
ん
の
出
荷
計
画
量
（
10
月
20
日
時
点
）
は
、
６
万
２
、１
１
６
ト
ン
（
前
年
比
１
１
７
％
、
25
年
比
97
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
27
年
産
温
州
み
か
ん
の
出
荷
販
売
対
策
と
消
費
宣
伝
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

27
年
産
温
州
み
か
ん
を

め
ぐ
る
情
勢

特

集

◆特集：平成27年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝計画

高
品
質
果
実
の
計
画
出
荷
、需
給
調
整
対
策
、

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
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旬
の
恒
常
的
な
売
り
悩
み
を
回
避
す
る
た

め
、
市
場
別
の
販
売
状
況
を
勘
案
し
販
売

先
の
需
要
に
応
じ
た
出
荷
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
品
種
の
切
り
替
え
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
日
量
出
荷
量
の
平
準

化
を
図
り
、
祝
祭
日
お
よ
び
休
市
明
け
と

11
月
５
日
、
11
月
26
日
、
12
月
３
日
は
平

常
時
の
20
％
増
以
内
に
抑
え
ま
す
。

　

県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
下
等
級

品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導
対

策
事
業
（
１
月
31
日
ま
で
に
２
、５
０
０

ト
ン
を
対
象
に
実
施
）
を
実
施
・
有
効
活

用
し
ま
す
。

【
普
通
温
州
み
か
ん
】

　

12
月
中
旬
以
降
の
需
要
の
落
ち
込
み
に

対
応
す
る
た
め
、
自
主
調
整
を
含
め
た
機

動
力
の
あ
る
出
荷
計
画
を
実
施
し
ま
す
。

販
売
店
で
は
年
末
年
始
無
休
営
業
が
常
態

化
し
、
消
費
の
標
準
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
需
要
に
応
じ
た
出
荷
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
年
内
に
無
理
し
た
出
荷
を
行

わ
ず
に
年
明
け
販
売
も
視
野
に
入
れ
た
出

荷
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
年
明
け

販
売
分
は
、
品
質
低
下
の
な
い
よ
う
に
貯

蔵
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

１
月
末
ま
で
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

【
各
品
種
共
通
対
策
】

　

精
度
の
高
い
出
荷
計
画
の
策
定
と
産
地

状
況
の
迅
速
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
市
場
出
荷
量
に
つ
い
て

は
、
気
象
災
害
等
の
影
響
が
あ
っ
た
昨
年

に
比
べ
大
幅
に
多
く
な
る
予
想
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
市
場
別
の
販
売
動
向
を
把
握
し
た

出
荷
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
中
下
旬
の
恒
常
的
な
売
り

悩
み
と
と
も
に
、
12
月
中
旬
以
降
の
供
給

過
剰
に
よ
る
荷
動
き
の
停
滞
・
価
格
低
迷

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
平
成
27
年
産
露

地
み
か
ん
の
出
荷
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

高
品
質
果
実
の
出
荷
を
基
本
に
出
荷
時
の

品
質
基
準
の
遵
守
や
計
画
出
荷
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
場
価
格
の
維
持
を
目
的
と

し
た
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業
及
び
一
般

消
費
者
を
対
象
と
し
た
消
費
宣
伝
事
業
を

有
効
活
用
し
、
次
年
度
に
つ
な
が
る
販
売

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
27
年
産
露
地
み
か
ん
の
京
浜
市
場

販
売
実
績
（
10
月
中
旬
累
計
）
は
、
出
荷

量
が
３
、４
６
０
ト
ン
（
前
年
比
１
０
９
％
）、

㎏
単
価
が
１
８
４
円
（
前
年
比
１
１
６
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
　【

極
早
生
み
か
ん
】

　

極
早
生
み
か
ん
の
販
売
は
10
月
末
終
了

を
徹
底
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず

11
月
に
出
荷
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
確

実
に
糖
度
11
度
以
上
の
品
質
が
確
保
で
き

る
も
の
に
限
定
し
早
期
に
出
荷
を
切
り
上

げ
ま
す
。
低
品
位
果
実
の
市
場
出
荷
の
自

粛
、
県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
下
等

級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導

対
策
事
業
（
11
月
10
日
ま
で
に
１
、

０
０
０
ト
ン
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
）

を
実
施
・
有
効
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
全

国
産
地
と
協
調
連
携
し
カ
ナ
ダ
向
け
に
輸

出
し
国
内
の
価
格
維
持
を
図
り
ま
す
。

【
早
生
み
か
ん
】

　

早
生
の
販
売
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
市

場
残
荷
量
等
の
販
売
状
況
や
品
質
状
況
を

勘
案
し
た
な
か
で
開
始
し
ま
す
。
11
月
下

販
売
具
体
策

3



さ
れ
た
場
合
は
、
事
業
実
施
方
針
に
基
づ

き
価
格
下
落
の
主
因
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

果
実
を
加
工
原
料
に
仕
向
け
ま
す
。

【
階
級
基
準
】

　

出
荷
階
級
は
２
L
～
S
級
と
し
ま
す
。

【
緊
急
時
の
対
策
】

　
「
緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
」
が

発
動
さ
れ
た
場
合
は
全
果
協
お
よ
び
県
果

協
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

市
場
価
格
の
急
落
が
懸
念
さ
れ
、
か
つ
市

場
在
庫
が
増
加
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、
果

実
販
売
部
会
・
販
売
情
勢
検
討
会
等
で
協

議
し
、
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　　　

27
年
度
も
愛
媛
県
産
温
州
み
か
ん
の
知

名
度
向
上
お
よ
び
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

か
ん
き
つ
類
に
精
通
し
た
Ｓ
Ｐ
（
セ
ー
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
レ
デ
ィ
に
よ
る
店

頭
試
食
宣
伝
販
売
を
実
施
し
ま
す
。
販
促

に
つ
い
て
は
、
販
売
力
の
高
い
店
舗
の
設

定
や
販
売
時
期
に
強
弱
を
つ
け
る
な
ど
販

促
の
あ
り
方
を
十
分
精
査
し
た
上
で
、
効

率
的
な
販
促
活
動
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

店
頭
販
促
を
行
う
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
の
研
修

会
・
産
地
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
愛

媛
県
産
か
ん
き
つ
に
対
す
る
知
識
を
さ
ら

に
深
め
、
消
費
者
に
五
感
を
通
じ
て
愛
媛

ま
た
、
品
質
・
階
級
基
準
を
厳
守
す
る
と

と
も
に
、
低
品
位
果
実
は
加
工
仕
向
け
等

の
市
場
隔
離
を
行
い
ま
す
。

　

品
種
・
系
統
の
品
質
特
性
を
踏
ま
え
た

適
期
出
荷
を
徹
底
し
ま
す
。
早
生
の
販
売

開
始
は
、
基
本
的
に
11
月
か
ら
と
し
、
極

早
生
か
ら
早
生
へ
の
切
り
替
え
を
明
確
に

し
ま
す
。

　

11
月
～
12
月
10
日
に
お
け
る
水
曜
日
の

販
売
分
は
出
荷
停
止
と
し
ま
す
。

◆�
対
象
日
：
11
月
４
日
・
11
日
（
休
市
）・

18
日
（
休
市
）・
25
日
、
12
月
２
日
・

９
日
（
休
市
）
の
合
計
６
回

　

全
果
協
10
地
域
市
場
出
荷
計
画
の
旬
別

前
年
比
を
指
標
と
し
て
出
荷
計
画
を
樹
立

す
る
と
と
も
に
、
選
果
場
ご
と
の
出
荷
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、
市
場
出
荷
残
量
を

踏
ま
え
た
計
画
的
な
出
荷
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
指
導
部
署
と
の
連
携
を
密
に

し
、
選
果
・
選
別
・
出
荷
予
措
の
徹
底
と

10
地
域
市
場
出
荷
計
画
を
基
準
と
し
て
、

市
場
ご
と
に
残
荷
量
・
未
仕
切
等
の
販
売

状
況
を
加
味
し
た
出
荷
量
を
調
整
し
ま

す
。

　

需
給
調
整
に
基
づ
い
た
適
正
出
荷
量
と

特
別
出
荷
調
整
の
対
象
期
間
（
11
月
中
下

旬
）
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
別
出
荷
量
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
長
期
取
引
契
約
数
量
を
必

達
し
ま
す
。

　

緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
が
発
動

み
か
ん
の
魅
力
を
訴
え
、
消
費
拡
大
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る
幼
稚

園
児
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
は

じ
め
て
の
み
か
ん
む
き
企
画
」
等
の
食
育

活
動
の
実
施
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
幼

少
期
か
ら
み
か
ん
を
食
べ
る
機
会
・
環
境

を
提
供
し
、
将
来
の
消
費
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
愛
媛
み
か
ん
の
魅
力
発
信
・
消
費

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝
・

み
か
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
内
容
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
、
効

果
的
な
活
動
を
計
画
・
実
施
し
、
愛
媛
み

か
ん
の
Ｐ
Ｒ
・
知
名
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

１
．
全
国
果
実
生
産
出
荷
安
定
協
議
会

　

国
産
果
実
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
が

高
品
質
・
少
量
多
品
目
化
す
る
な
か
、「
食

生
活
指
針
」
や
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

に
基
づ
い
た
「
日
本
型
食
生
活
」
を
推
進

し
、
果
実
摂
取
の
重
要
性
を
訴
求
す
る
た

め
「
毎
日
く
だ
も
の
２
０
０
グ
ラ
ム
運

動
」
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
践
、
安
全
・

安
心
な
国
産
果
実
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
話
題
性
の
醸
成
・
提
供
、
果
物
の
持

つ
栄
養
・
効
能
・
機
能
性
の
周
知
お
よ
び

全
国
の
果
樹
産
地
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

表１　品質基準

出荷時期 糖　　度 酸　　度

９月 9.0度以上 1.0％以下

10月 10.0度以上 1.0％以下

11月以降 11.0度以上 0.9％以下

※市場到着時目標とし、全国連の品質基準に準ずる

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
で

愛
媛
み
か
ん
Ｐ
Ｒ
と
販
売
拡
大
を

◆
消
費
宣
伝
事
業
内
容

特

集
◆特集：平成27年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝計画
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組
み
を
行
い
、
国
産
果
実
全
体
の
需
要
拡

大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
段
階
・
県

段
階
・
農
協
段
階
の
役
割
分
担
を
明
確
化

し
、
全
国
の
果
樹
産
地
が
協
調
し
た
事
業

展
開
を
図
り
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

取
り
組
み
内
容
と
し
ま
す
。

２
．
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

　

消
費
者
に
４
月
14
日
の
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
の
認
知
度

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
産
か
ん

き
つ
全
体
の
Ｐ
Ｒ
及
び
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
、
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
・
実

施
し
ま
す
。

３
．
店
頭
試
食
宣
伝

　

愛
媛
み
か
ん
の
売
り
場
確
保
・
販
売
数

量
・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
店

舗
の
状
況
に
あ
っ
た
販
促
を
実
施
し
、
よ

り
多
く
の
消
費
者
に
愛
媛
み
か
ん
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ

て
愛
媛
県
産
青
果
物
の
売
り
場
を
確
保
し

て
く
れ
る
「
愛
媛
協
力
店
」
を
設
定
し
、

愛
媛
果
物
の
情
報
発
信
と
消
費
拡
大
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
購
買
層
を
絞
っ
た
取

り
組
み
と
し
て
、
東
京
都
巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
縁
日
「
四
の
市
」
に
お
い
て
、
果

専
店
で
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
類
の
試
食
販

売
を
実
施
し
ま
す
。

４
．
愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝

　

今
年
で
57
代
目
と
な
る
愛
媛
み
か
ん

（
い
よ
か
ん
）
大
使
を
任
命
し
、
県
内
外

で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ
て
、
愛
媛

県
産
か
ん
き
つ
類
の
消
費
拡
大
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、み
か
ん
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
東
京
・
大
阪
等
の
大
都

市
に
大
使
を
派
遣
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
巡
回
訪
問

し
、
愛
媛
み
か
ん
の
季
節
到
来
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
の
記
事
掲
載
等
を
通
じ
た
消
費

宣
伝
の
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。

５
．
食
育
活
動
事
業

　

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
、
幼
稚
園
・
保

護
者
等
か
ら
も
好
評
の
「
は
じ
め
て
の
み

か
ん
む
き
」企
画
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
に
み
か
ん
を
自
分
で
剝
く
行
為

の
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
そ
の
保
護
者
に
も

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ

り
、
健
康
情
報
の
提
供
や
幼
稚
園
児
の
健

や
か
な
発
育
に
は
果
物
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
そ
し

て
日
常
生
活
の
中
で
か
ん
き
つ
類
を
食
べ

る
こ
と
の
習
慣
付
け
を
行
い
、
旬
の
お
い

し
い
「
愛
媛
み
か
ん
」
を
印
象
付
け
て
広

範
な
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
媛

か
ん
き
つ
全
体
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

６
．
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
組
織
強
化
事
業　

　

愛
媛
産
か
ん
き
つ
の
よ
り
効
果
的
な
店

頭
試
食
宣
伝
販
売
が
行
え
る
よ
う
、
Ｓ
Ｐ

レ
デ
ィ
の
組
織
強
化
を
行
い
ま
す
。
温
州

み
か
ん
研
修
会
（
１
０
０
人
研
修
会
）
で

は
、
本
年
産
か
ん
き
つ
類
の
生
育
状
況
・

作
柄
等
の
説
明
会
を
実
施
し
、
産
地
状
況

等
も
把
握
し
て
も
ら
い
産
地
と
一
体
感
を

持
っ
て
販
売
で
き
る
協
力
体
制
を
強
化
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
２
年
に
１
度
開

催
し
て
い
る
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
産
地
研
修
会
を

実
施
し
、
収
穫
体
験
等
を
通
じ
て
産
地
へ

の
理
解
を
深
め
、
消
費
者
へ
の
愛
媛
県
産

か
ん
き
つ
の
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
を
図
り

ま
す
。
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J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本

部
は
、来
年
１
月
末
ま
で
、

「
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

　

畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
愛
媛
県
産
農
畜
産
物
加

標
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

運
動
で
は
、
歯
の
健
康
を
ま
も
る
乳
酸

菌
「
L
8
0
2
0
菌
」
を
使
用
し
た
ヨ
ー

グ
ル
ト
２
種
類
・
19
個
の
乳
製
品
を
セ
ッ

ト
に
し
た
「
8
0
2
0
セ
ッ
ト
」（
２
、

0
0
0
円
）、
８
種
・
14
個
の
乳
製
品
を

セ
ッ
ト
に
し
た「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
」

（
２
、2
0
0
円
）、
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

３
種
・
15
個
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」（
２
、2
0
0
円
）
の
３

ア
イ
テ
ム
で
す
。

　
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
」
に
は
、
ら

く
れ
ん
が
愛
媛
大
学
農
学
部
（
愛
媛
大
学

農
学
部
の
菅
原
卓
也
教
授
は
、
柑
橘
果
皮

の
機
能
性
に
注
目
し
、
柑
橘
の
果
皮
に
多

く
含
ま
れ
る
ノ
ビ
レ
チ
ン
と
β

−

ラ
ク
ト

グ
ロ
ブ
リ
ン
の
２
つ
の
チ
カ
ラ
の
相
乗
効

果
を
研
究
）
と
共
同
研
究
の
成
果
で
誕
生

し
た
「
N
＋
（
エ
ヌ
プ
ラ
ス
）
ド
リ
ン
ク

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
２
本
や
「
8
0
2
0
ヨ
ー

グ
ル
ト
」
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
上
期
に
実
施
し
た
『
え
ひ
め
み

か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
愛
用
運
動
』

で
は
、
目
標
の
35
万
ケ
ー
ス
を
上
回
る

38
万
1
、9
1
9
ケ
ー
ス
（
８
月
末
）
の

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
格

別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
動
も
、
J
A
グ
ル
ー
プ
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
ご
支
援
・
ご

工
品
消
費
拡
大
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
良

質
で
安
全
な
県
内
産
「
乳
製
品
」
の
愛
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
振
興

を
図
り
、
地
産
地
消
の
実
践
を
目
指
す
も

の
で
、
J
A
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
毎
年
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
ら
く
れ
ん

の
乳
製
品
１
万
5
、0
5
7
セ
ッ
ト
を
目

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

J
A
全
農
え
ひ
め
で
は

県
内
産
を
中
心
と
し
た

「
食
肉
加
工
品
」
も
推
進
中
！

　

J
A
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課
で
は
、

来
年
２
月
末
ま
で
、
良
質
で
安
全
な
愛
媛

県
内
産
牛
・
豚
肉
の
地
産
地
消
を
通
じ
て

地
域
農
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、「
食
肉

加
工
品
」
の
取
扱
い
・
消
費
拡
大
を
推
進

中
で
す
。

　

取
扱
商
品
（
セ
ッ
ト
）
は
、伊
予
牛
「
絹

の
味
」、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
精
肉

セ
ッ
ト
や
レ
ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
、

愛
媛
県
産
豚
肉
を
使
用
し
た
「
豚
バ
ラ
柔

ら
か
角
煮
」、「
豚
ロ
ー
ス
豚
丼
」「
ロ
ー

ス
ハ
ム
ス
ラ
イ
ス
パ
ッ
ク
」「
ベ
ー
コ
ン

ス
ラ
イ
ス
パ
ッ
ク
」、
国
産
豚
肉
を
使
用

し
た
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
合
計
12
ア
イ
テ

ム
を
用
意
し
、
１
万
3
、0
2
7
セ
ッ
ト

を
目
標
に
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
賞
味
・
ご
注
文
く
だ

さ
い
。

　　

愛
用
運
動
商
品
と
食
肉
加
工
品
の
ご
注

文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
J
A

ま
た
は
J
A
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課

（
℡
0
8
9

−

9
0
5

−

2
7
1
5
）ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生活
資材課

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
畜
産
物

消
費
拡
大
運
動
展
開
中
！
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県
内
J
A
と
J
A
全
農

え
ひ
め
生
活
資
材
課
は
、

J
A
石
碑
事
業
の
普
及
拡

大
と
墓
石
の
円
滑
な
建
立

を
目
的
に
、
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で
、『
秋

期
石
碑
予
約
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実

施
中
で
す
。

　

特
に
11
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日

愛
媛
の
銘
石
「
大
島
石
」
な
ど
各
種
石
碑

を
豊
富
に
取
り
揃
え
、
墓
石
の
完
成
時
の

形
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
納
骨
舞
台
を

含
め
た
セ
ッ
ト
墓
か
ら
小
物
ま
で
大
量
に

展
示
販
売
し
ま
す
。
セ
ー
ル
期
間
中
は
、

J
A
組
合
員
の
特
別
価
格
で
提
供
す
る
ほ

か
、
数
量
限
定
の
現
品
特
別
大
奉
仕
品
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お

墓
や
仏
壇
・
仏
具
に
関
す
る
質
問
・
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
会
ご
来
場
の
方
に
は
も
れ

な
く
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ
か
、
墓

石
・
仏
壇
を
ご
成
約
の
方
に
は
電
気
ケ
ト

間
は
、
実
際
に
触
れ
て
・
見
比
べ
て
・
納

得
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
㈱
イ
フ

イ
本
社
（
松
山
市
石
手
寺
前
）
を
は
じ
め
、

西
条
店
・
今
治
営
業
所
・
大
洲
店
・
宇
和

島
店
の
県
内
５
か
所
の
特
設
展
示
場
で
、

J
A
組
合
員
限
定
の
『
J
A
石
碑
大
展
示

予
約
会
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
展
示
場
で
は
、
良
質
で
厳
選
さ
れ
た

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
1
0
0
万
円

以
上
ご
成
約
の
方
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

「
ハ
ン
ド
ブ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
布
団
暖
め

乾
燥
機
」
が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

を
用
意
し
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
配
布
及
び
テ
レ
ビ
C
M
等
を
通

じ
て
ご
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
展

示
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
来
場
申

込
み
は
、
最
寄
り
の
J
A
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

生活
資材課

11
月
13
日
か
ら
３
日
間　

豊
富
な
品
揃
え
で

『
Ｊ
Ａ
石
碑
大
展
示
ご
予
約
会
』
開
催
！
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J
A
え
ひ
め
フ
レ
ッ

シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
は
、
８
月

14
日
、
宇
和
島
市
弁
天
町

の
き
さ
い
や
広
場
内
に
あ

る
J
A
え
ひ
め
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー
「
み

な
み
く
ん
」
で
、
新
商
品
「
朝
採
り
た
ま

ご
」
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
朝
採
り
た
ま
ご
」
は
、
宇
和
島
市
寄

部
分
は
飴
色
で
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
お

り
、
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　

販
売
初
日
、
店
頭
に
設
置
し
た
特
設
売

り
場
で
は
、
担
当
者
が
そ
の
場
で
割
っ
た

卵
を
皿
に
盛
っ
て
展
示
し
、
黄
身
・
卵
白

の
盛
り
上
が
り
や
色
の
違
い
等
を
ア
ピ
ー

ル
。
子
ど
も
た
ち
に
は
黄
身
に
爪
楊
枝
を

突
き
刺
し
て
も
崩
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

体
験
し
て
も
ら
い
、視
覚
で
訴
え
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
「
ぜ
ひ
卵
か
け
ご
は

ん
で
食
べ
て
」
と
呼
び
か
け
た
。
来
店
客

か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
刺
し
て
も
崩
れ
な

松
の
同
社
直
営
農
場
で
魚
粉
や
米
油
な

ど
を
加
え
た
専
用
飼
料
で
育
っ
た
鶏
が
生

ん
だ
赤
玉
で
、
早
朝
８
時
頃
に
採
卵
し
た

卵
を
隣
接
の
宇
和
島
G
P
セ
ン
タ
ー
で
選

卵
選
別
後
、
直
送
便
で
店
頭
に
届
け
る
た

め
、
採
卵
後
２
時
間
程
度
で
店
頭
に
並
ぶ

「
極
限
ま
で
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
卵
」（
同

社
担
当
者
）。
黄
身
の
色
が
濃
厚
で
卵
白

い
。
す
ご
い
」「
プ
ル
ン
プ
ル
ン
で
美
味

し
そ
う
」「（
生
卵
を
か
け
る
郷
土
料
理

の
）
鯛
め
し
で
食
べ
た
い
」
と
好
評
で
、

用
意
し
た
40
箱
が
１
時
間
余
り
で
売
り

切
れ
、
同
社
担
当
者
は
、「
来
店
客
の
関

心
も
高
く
、
好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
」
と

今
後
の
販
売
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

同
社
は
10
月
末
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、

「
み
な
み
く
ん
」
で
目
玉
焼
き
の
試
食
販

売
（
数
量
限
定
）
を
実
施
し
、
商
品
P
R

と
フ
ァ
ン
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
か
ら
地
元
料
理

店
へ
の
納
品
も
始
ま
っ
て
お

り
、
南
予
地
区
の
料
理
店
な

ど
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
く

方
針
。
今
後
は
売
れ
行
き
に

応
じ
て
、
現
在
６
、1
0
0

羽
の
「
朝
採
り
た
ま
ご
」
用

の
鶏
も
増
産
し
て
い
く
計
画

で
す
。

　

同
商
品
は
、
30
個
入
り
化

粧
箱
入
り
１
、2
0
0
円（
税

込
）、
毎
週
金
曜
日
と
土
曜

日
に
同
店
で
１
日
40
箱
を
限

定
販
売
し
て
い
ま
す
。

ＪＡえひめ
フレッシュフーズ㈱

鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
新
商
品

「
朝
採
り
た
ま
ご
」
の
販
売
開
始
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9

地
は
、
食
料
の
安
定
供
給
に
と
っ

て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
農
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
国
土
の

保
全
、
水
源
の
涵
養
な
ど
の
多
面
的
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
大
切

な
財
産
で
す
。
し
か
し
、
農
地
は
、
住
宅
・

道
路
用
地
等
へ
の
転
用
や
荒
廃
農
地
の
拡

大
等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、農
作
物
作
付
（
栽
培
）

延
べ
面
積
及
び
耕
地
利
用
率
に
つ
い
て
み

て
い
き
ま
す
。

　　　　

平
成
26
年
の
全
国
の
農
作
物
作
付
（
栽

培
）
延
べ
面
積
（
田
畑
計
）
は
４
１
４ 

万
６
、０
０
０
ha
で
、
前
年
に
比
べ
て

２
万
１
、０
０
０
ha
（
１
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

　

作
物
別
の
割
合
を
み
る
と
、
水
陸
稲

（
子
実
用
）
が
１
５
７
万
５
、０
０
０
ha

（
38
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
飼
肥
料

作
物
１
０
１
万
９
、０
０
０
ha
（
25
％
）、

野
菜
53
万
４
０
０
ha（
13
％
）の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

こ
の
結
果
、
全
国
の
耕
地
利
用
率
は
、

前
年
並
み
の
91
・
８
％
（
田
が
９
２
・ 

５
％
、
畑
が
91
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　　　

愛
媛
県
の
農
作
物
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積（
田
畑
計
）は
４
万
４
、６
０
０
ha
で
、

に
比
べ
て
57
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
全

国
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
低
下
し
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　　

食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
り
、
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
を
活

用
し
た
二
毛
作
の
推
進
、
農
地
の
面
的
集

積
等
に
よ
り
、
農
地
を
有
効
利
用
す
る
取

組
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
土
地
に
は
、
そ

の
風
土
や
環
境
に
適
し
た
農
産
物
が
育

ち
、身
近
で
と
れ
た
農
産
物
は
新
鮮
で
す
。

一
人
一
人
が
地
元
で
と
れ
る
食
材
を
選
ぶ

こ
と
が
、
地
域
の
農
業
を
応
援
し
、
農
地

を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※「
耕
地
利
用
率
」
と
は
、
耕
地
面
積
を

「
１
０
０
」
と
し
た
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
の
割
合
を
い
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局

主
に
果
樹
及
び
水
稲
（
子
実
用
）
の
面
積

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
に
比
べ
て

６
０
０
ha
（
１
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

作
物
別
の
割
合
を
み
る
と
、
果
樹
が

１
万
９
、０
０
０
ha（
43
％
）で
最
も
多
く
、

次
い
で
水
稲
（
子
実
用
）
１
万
５
、０
０
０

ha
（
34
％
）、
野
菜
５
、１
７
０
ha
（
12
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
結
果
、
愛
媛
県
の
耕
地
利
用
率

は
、
87
・
１
％
（
田
が
92
・
３
％
、
畑
が

82
・
１
％
）
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
て
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
長
期
的

な
推
移
を
み
る
と
、
50
年
前
の
昭
和
39
年

農地を有効利用し、美しい農村風景を次世代へ
－ 平成26年農作物作付（栽培）延べ面積及び耕地利用率調査結果から －

全
国
の
耕
地
利
用
率
は

前
年
並
み
の
91
・
８
％

愛
媛
県
は
果
樹
と
水
稲（
子
実
用
）

で
約
８
割
を
占
め
る

農

その他（3）

飼肥料作物（4）

水稲
（子実用）

（34）

野菜
（12） 果樹

（43）

麦類（子実用）（4）

平成26年
愛媛県

４万4,600ha
（100%）

図２　平成26年農作物作付（栽培）
 延べ面積の作物別割合

（愛媛県）

その他
（11）

麦　類
（子実用）

（７）

飼肥料作物
（25）

野菜
（13）

水陸稲
（子実用）

（38）

果樹
（６）

平成26年
全　国

414万6,000ha
（100%）

図１　平成26年農作物作付（栽培）
 延べ面積の作物別割合

（全国）

図３　耕地利用率の推移（田畑計）
（％）
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平
成
23
年
６
月
の
設
立
か
ら
４
年
。
我
が

社
は
次
世
代
農
業
者
の
先
導
者
を
目
指
す
べ

く
農
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

ん
な
中
、
乾け

ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き

の
思
い
で
結
成
さ
せ
た

農
業
ア
イ
ド
ル
「
愛え

の
葉は

ガ
ー
ル
ズ
」
が
思

わ
ぬ
反
響
を
呼
び
、
現
代
社
会
の
若
者
が
農

業
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
る
実
感
が
し
て

い
る
。
唯
一
の
１
期
生
メ
ン
バ
ー
、「
愛
の

葉
ガ
ー
ル
ズ
」の
副
リ
ー
ダ
ー
は
こ
う
語
る
。

　

今
か
ら
９
年
前
、
小
学
校
３
年
生
の
私
の

夢
は
女
優
さ
ん
。
夢
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら

毎
日
の
稽
古
に
没
頭
し
て
い
た
。
お
陰
で
先

生
に
は
「
あ
な
た
は
き
っ
と
大
物
に
な
る
」

と
言
わ
れ
、
当
時
は
希
望
の
光
に
満
ち
溢
れ

て
い
た
。
し
か
し
現
実
は
そ
う
甘
い
も
の
で

は
な
く
、
中
学
校
３
年
生
の
夏
…
受
験
を
理

由
に
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
後
悔
し
て
も
後

悔
し
き
れ
な
い
く
ら
い
悔
や
み
、
沢
山
泣
い

た
。「
で
き
る
こ
と
な
ら
も
う
一
度
、
チ
ャ

ン
ス
が
ほ
し
い
…
」。
そ
ん
な
と
き
、
翌
年

の
８
月
、
一
通
の
メ
ー
ル
が
私
の
運
命
を
変

え
る
。「
愛
媛
に
農
業
ア
イ
ド
ル
の
愛
の
葉

ガ
ー
ル
ズ
っ
て
い
う
の
が
で
き
る
ん
だ
っ

て
！　

応
募
し
た
？
」
と
、
突
然
友
達
か
ら

の
メ
ー
ル
。
私
は
必
死
に
な
っ
て
調
べ
た
。

検
索
す
れ
ば
す
ぐ
に
出
て
き
た
。
そ
こ
に
は

「
一
期
生
募
集
」の
文
字
が
。迷
わ
ず
応
募
し
、

結
果
は
合
格
。
２
度
目
の
挑
戦
、
も
う
一
度

チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、

実
際
に
入
っ
て
み
る
と
農
業
研
修
の
日
々
。

毎
週
の
よ
う
に
畑
に
入
っ
て
土
を
耕
し
、
雑

草
を
引
き
抜
く
。
女
優
を
目
指
し
て
応
募
し

た
私
に
と
っ
て
は
少
し
苦
痛
で
時
に
は
辞
め

た
い
と
も
思
っ
た
。「
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
…
」。
時
間

は
刻
々
と
流
れ
て
ゆ
き
、
気
付
け
ば
12
月
。

「
愛
の
葉
ガ
ー
ル
ズ
」
に
入
っ
て
す
ぐ
お
世

話
し
始
め
た
水
菜
が
食
べ
頃
に
な
っ
た
。
ま

だ
土
が
付
い
た
水
菜
を
綺
麗
に
洗
い
、
お
店

に
出
す
よ
う
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
、

１
つ
１
つ
分
け
て
い
く
。
選
別
作
業
の
終
わ

愛
す
る
あ
な
た
の
葉
っ
ぱ
役

農業生産法人ｈプロジェクト㈱代表。昭和43年２月26日生ま
れ、新居浜市出身、松山市在住。県立新居浜商業高等学校卒業
後、松山総合開発㈱、㈱大阪レジャー開発勤務を経て、平成５
年にエム・コーポレーション㈱設立など、20年にわたりレス
トランやバーなどの飲食業に携わる。平成23年６月、義父の
栽培する野菜をきっかけに、おいしい野菜の差別化を図ろうと、
農業生産法人ｈプロジェクトを設立。愛媛のおいしい食の全国
PRに力を注ぎ、農業と別の視点から農業をアピールし若者の
就農増加を目指すなど、ユニークな活動で注目を集めている。
◆農業生産法人ｈプロジェクト㈱
http://www.ehime-hpro.com/
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り
、農
園
長
が
「
頑
張
っ
た
ご
褒
美
」
と
余
っ

た
水
菜
た
ち
を
少
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
。
家
に
持
ち
帰
る
と
父
が
さ
っ
そ
く
は
り

は
り
鍋
に
し
て
出
し
て
く
れ
た
。

　
「
…
水
菜
っ
て
、こ
ん
な
に
も
美
味
し
か
っ

た
っ
け
」。

　

溢
れ
る
達
成
感
と
充
実
感
。
そ
の
と
き
私

は
初
め
て
自
分
が
育
て
た
も
の
を
食
べ
、
今

ま
で
に
な
い
く
ら
い
の
感
動
を
覚
え
た
。
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
徐
々
に
農
業
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
み
か
ん
の
摘

果
作
業
や
ナ
ス
の
誘
引
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操

縦
な
ど
農
園
長
に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
難
し

い
作
業
に
も
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、農
作
業
を
通
じ
て
人
の
『
ま
ご
こ
ろ
』

と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。「
い
つ
も
お
手
伝

い
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
る
農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
、
同
じ

場
所
で
も
育
て
方
に
ひ
と
工
夫
加
え
る
と
味

が
変
わ
る
お
み
か
ん
。
普
段
何
気
な
く
食
べ

て
い
る
も
の
１
つ
１
つ
に
『
ま
ご
こ
ろ
』
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
。

　　

さ
て
、
日
本
の
食
は
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ

れ
る
ほ
ど
誇
り
あ
る
財
産
な
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
現
在
日
本
の
食
料
自
給
率
は
39
％
。
生

涯
の
職
を
農
家
に
す
る
若
者
が
お
ら
ず
、
都

会
へ
流
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
も
農
業
に
触

れ
る
前
ま
で
は
こ
の
魅
力
を
知
る
こ
と
も
な

か
っ
た
と
思
う
。き
っ
と
今
の
若
者
た
ち
も
、

「
農
業
を
知
ら
な
い
だ
け
」
な
の
で
は
な
い

か
。
だ
か
ら
こ
そ
実
際
に
感
じ
た
農
業
の
魅

力
を
発
信
し
て
安
心
安
全
で
美
味
し
い
食
を

沢
山
の
方
に
届
け
た
い
。「
農
業
っ
て
素
晴

ら
し
い
！
」
っ
て
一
人
で
も
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
農
業
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
使
命
な
の

だ
。そ
の
た
め
に
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

「
歌
」
と
「
踊
り
」
を
通
じ
て
「
ア
イ
ド
ル

の
力
」
で
「
未
来
の
農
業
」
を
伝
え
る
。
未

だ
見
ぬ
次
世
代
農
業
者
の
姿
を
信
じ
て
、
先

導
者
た
ち
は
日
々
歌
っ
て
踊
っ
て
耕
す
。

▲出演直前！！　タレントの気持ちを盛り上げ、士気を高める

▲「愛」媛の「葉」っぱ役になりたい！「愛の葉ガールズ」
のコンサート風景
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●愛媛県民間流通地方連絡協議会

平成28年産麦の購入希望が販売予定数量を上回る

●平成27年度愛媛県畜産振興連絡協議会総会

畜種の枠を超えて連携し、希望の持てる畜産業めざす！

　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、７月31日松山
市のえひめ共済会館で愛媛県民間流通地方連絡
協議会を開き、生産者と実需者が平成27年産麦
の販売見込数量や28年産麦の販売予定数量を確
認するとともに、愛媛県産麦の生産・販売の課
題解消に向けて協議しました。
　同会議は、愛媛県産麦の円滑な流通をめざし
毎年開催しています。今回は、精麦や製粉、醬
油・味噌関連の実需者と生産者・ＪＡ・県関係
者ら44人が出席しました。
　28年連続生産量日本一（平成26年産実績）の
愛媛県産はだか麦は、28年産の販売予定数量
4,588ｔに対して購入希望数量は5,468ｔ。26年産
から購入希望数量が販売予定数量を下回る「ミ
スマッチ」状況となっていましたが、２年ぶり
に購入希望が販売希望数量を上回りました。
　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、「実需者が大
麦など代替品目への転換等を進めたためミス
マッチとなっていたが、大麦との価格差がなく
なりはだか麦が使いやすくなったこと、味噌に
加え押し麦など主食用需要の拡大が要因」と分
析しています。
　28年産小麦は、販売予定数量478ｔ、購入希
望数量557ｔとなっています。
　一方、27年産はだか麦は、３月から４月にか

けての低温により凍霜害や断続的な降雨による
湿害が発生したため大きく減収し、販売見込数
量は3,501ｔで当初予定数量4,787ｔを下回りま
した（予定数量比73％。７月24日現在）。小麦
も同様に予定数量比92％となりました。
　ＪＡ全農えひめは、需要に即したはだか麦生
産に向けて作付目標面積1,700ha（26年産実績
1,640ha）を設定し、安定供給と品質向上・生
産拡大を図るため30年産からは「マンネンボシ」
「ヒノデハダカ」を新品種「ハルヒメボシ」に
全量転換する計画です。精麦・加工業者の協力
で実施した「ハルヒメボシ」の加工適性試験で
は「白度が高く、粒ぞろいが良いので期待でき
る」と高評価を得ており、今後は種子確保に全
力をあげていきます。

　愛媛県畜産振興連絡協議会は、８月25日、松
山市のＪＡ愛媛で平成27年度総会を開き、27年
度事業計画を決めるとともに、TPPに関する特
別決議を採択しました。
　同協議会は、肉牛・酪農・養豚・採卵養鶏の
生産者団体が、畜種の枠を超えて畜産の振興に
必要な調査や関係機関等との連絡・協議、陳情・
要請活動などを行っています。
　27年度事業方針では、将来の畜産業に希望が
持てる体制の構築、防疫・衛生管理の徹底によ
る安全・安心な畜産物の安定供給、地域社会と
調和のとれた畜産経営、所得経営安定対策への
参加促進などに取り組みます。

　事業計画では、「愛媛県畜産振興議員連盟」と
の意見交換会を開催して経営安定等に向けた要
望等を行うほか、レインボーフェスティバルで販
売促進活動を行います。
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●リジェール松山焼肉の日イベント

８月29日＝「焼き肉の日」に焼肉40㎏を振る舞いＰＲ

●夏休み親子で学ぼう地産地消体験ツアー

親子でピーマン・菌床椎茸収穫体験＆料理づくりを楽しむ！

　ＪＡ全農えひめ畜産部は、８月29日の「焼肉
の日」にあわせて、松山市南堀端町のリジェー
ル松山屋上ビアガーデン特設コーナーで、愛媛
県産ブランド肉の伊予牛「絹の味」、「ふれ愛・
媛ポーク」の焼肉をその場で焼いて無料で配布
するイベントを行いました。
　同イベントは、「焼肉の日」を通じて愛媛県
産ブランド肉の美味しさをＰＲし消費拡大につ
なげようと昨年に続き実施しました。
　会場ではＪＡ全農えひめ職員と畜産ＳＰ
（セールスプロモーション）レディが、「焼肉の
日のイベントです。愛媛の伊予牛「絹の味」と
「ふれ愛・媛ポーク」を食べてください」と、
ビアガーデン来場者に伊予牛「絹の味」黒毛和
牛ロース肉と「ふれ愛・媛ポーク」（肩ロース）
の焼肉計約40㎏分を振る舞いました。また、の
ぼりやポスターを掲示したほか、各テーブル
に「８月29日焼肉の日キャンペーン」のリーフ
レットを置き、イベントをアピールしました。
　来場者は「焼肉の日があるとは知りませんで
した」「こんなイベントの日に来られてよかっ
た」と笑顔で焼肉を受け取り、「柔らかくて美

味しい」と好評でした。
　ＪＡ全農えひめ畜産部は、５月から９月まで
毎月29日の「肉の日」に、同ビアガーデンでブ
ランド肉の料理を配布したほか、今年度もリ
ジェール松山地下１階の農協グリルでは、県内
産肉を使ったランチメニュー（500円。30食限
定）も実施中です。
　畜産部担当者は、「こうした肉の日イベント
を通じて、愛媛の誇るブランド肉の美味しさを
たくさんの方に知ってもらい消費拡大につなげ
たい」と話しています。

　えひめ愛フード推進機構とＪＡ全農えひめ、
ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会は、８月26日、
「夏休み親子で学ぼう！地産地消体験ツアー」
～野菜と菌床しいたけ内子コース～を実施しま
した。
　地産地消体験ツアーは、愛媛産農産物を親子
で見て、触れて、食べる体験を通して、地産地
消の意義を学んでもらおうと実施したもので、
当日は松山市近郊の小学生親子５組12人が参加
しました。
　ＪＡえひめ中央の小田地区を訪ねた一行は、
ＪＡえひめ中央小田ピーマン部会の吉本明光さ
んから栽培管理の状況や収穫方法を学び、袋
いっぱいにピーマンを収穫。さっそく採れたて
のピーマンにかぶりついた参加者は、「初めて
丸ごと食べたけど美味しい」と言いながら笑顔

を見せていました。
　また、ピーマンの集荷場の見学、菌床椎茸の
収穫作業も体験したほか、とったばかりのピー
マン・椎茸やえひめ野菜を使って昼食づくりに
挑戦。悪戦苦闘しながらも、楽しそうに野菜を
調理していました。昼食後には食育講座も行わ
れ、親子で地産地消の意義を学びました。

13



●ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会第16回通常総会

需要に応じた生産と品質・収量の向上に取り組む！

●「いよっこら」親子農業体験ツアー

親子で大根や梨の収穫体験を満喫

　ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は、７月27日、
ＪＡ愛媛で第16回通常総会を開き、27年度事業
計画を決めました。
　27年度計画では、「えひめ米」の需要に応じ
た生産と品質向上対策に取り組むこととし、需
要の安定した「コシヒカリ」「あきたこまち」
「ヒノヒカリ」を中心とした作付誘導、「愛の
夢」「松山三井」「しずく媛」は用途別需要に応
じて生産誘導を進めます。「にこまる」は県内
の平坦地域を中心に計画的な導入を進めるとと
もに、先進地事例調査を通じて、26年産「ヒノ
ヒカリ」に次ぐ食味ランキング「特A」評価の
獲得に向けて取り組みます。また、前年より削
減となる生産数量目標相当の水田は、主食以外
の水田活用米穀（備蓄米・飼料用米等）の作付
けを推進し、現行の耕作面積のフル活用を進め
ます。１等比率70％以上を目標に、「土づくり」
など高温対策・品質改善対策の徹底を図ります。
　生産量日本一のはだか麦は、1,700ha、小麦
200haを目標に、関係機関が連携し担い手を中
心に品質向上や確実な生産数量の確保と安定供

給体制の確立に取り組むとともに、新品種「ハ
ルヒメボシ」の中期的な生産導入と高品質生産
に向け、優良種子の生産確保や加工適性試験を
継続実施します。
　品質・収量の向上に向けて、「トータルアグ
リード事業」に参画し、適地適作や異常気象に
対応した優良品種への転換、土壌診断に基づく
土壌改良や適正施肥などに取り組みます。

　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会は、力を入れ
ている食農教育活動の一環として、８月24日、
西予市野村町大野ヶ原と伊予市中山町を回る
「親子農業体験ツアー」を実施しました。
　このツアーは、収穫体験等を通じて農業や食
の大切さ、地元農産物の美味しさや魅力を伝え
ようと毎年開催しており、今年で７年目。
　今回のツアーには、伊予市近郊の親子13組・
32人が参加。標高1,000mを超える四国カルス
ト・西予市野村町大野ヶ原の黒河高茂さんの畑
で、大根を収穫しました。黒河さんから栽培の
状況や「大根が折れないようにまっすぐ上の方
へ抜いて」というアドバイスを受け、子どもた
ちは一斉に畑に入り、力を込めて大根を引き抜
き、「やったー。大きいのがとれた」と大きな

歓声をあげていました。
　一行は、放牧されている牛にえさをやるなど
高原の涼しい風を受けながら大野ヶ原の自然を
満喫したほか、伊予市中山町でも梨狩りを楽し
みました。
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●ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会＆ＪＡうま

エミフルMASAKIで芋炊き400食無料配布
イベントを開催し、里芋「伊予美人」をPR！

●第40回愛媛県JA−SSドライブウェイサービスコンテスト

最優秀賞に渡邊さん（サンライズ56SS）

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会（事務局＝Ｊ
Ａ全農えひめ）とＪＡうまは、９月19日、松前町
のエミフルMASAKIで、出荷が本番を迎えた愛
媛の里芋ブランド「伊予美人」をPRしようと、「芋
炊き」約400食の無料配布イベントを行いました。
　ＪＡうまから大鍋を持ち込み、「伊予美人」
約20㎏と鶏肉、にんじん、ごぼう、ねぎ等の野
菜を加えて作った「芋炊き」の配布イベントは、
今回で７年目。午前11時からの配布を前に長い
列ができるなど好評で、約400食分が１時間ほ
どでなくなりました。
　芋炊きを食べた方は、「粘りがあって美味し
かったです」と笑顔で話したり、おかわりする
子どもなど秋の企画を満喫していました。
　事務局は、「愛媛の里芋『伊予美人』の柔ら
かくねっとりとした食感や濃厚な甘み＝味のよ
さ・特徴を消費者に知っていただき消費拡大に
つなげたい」と意気込んでいました。
　ＪＡ全農えひめは、愛媛県農業試験場（現・愛

媛県農林水産研究所）
で育成された里芋品種
（愛媛農試Ｖ２号）を「伊
予美人」と命名（商標
登録）し、今年で出荷
10年目を迎えました。
　県内では、ＪＡうま
を中心に、ＪＡ周桑・
ＪＡ西条・ＪＡおちい
まばり・ＪＡ新居浜
市、ＪＡ松山市、ＪＡ
えひめ南で「伊予美人」を栽培。近年、新規作
付け等面積拡大に力を入れてきたことから、27
年産は愛媛県全体で栽培面積109.3ha（前年比
109％）、出荷量は約2,620ｔ（前年比127％）を
見込んでいます。品質の統一を図りながら県内
ＪＡとともに店頭試食宣伝活動や各種イベント
を通じて、愛媛の里芋＝「伊予美人」のブラン
ドＰＲ・定着に取り組んでいます。

　「第40回愛媛県JA−SSドライブウェイサービ
スコンテスト」が、９月６日、西予市の㈱ＪＡ
東宇和サービス城川中央SSで開かれ、最優秀
賞に渡邊直樹さん（ＪＡ愛媛たいきサンライズ
56SS）、が選ばれました。
　このコンテストは、愛媛県JA−SSチェーン
本部が、JA−SSのCS（顧客満足）の追求とブ
ランド化に向け、接客・点検技術の向上による
SS店舗の活性化をめざし毎年開いています。
　今回はフルSSの部のみ実施し、７SSから10
人が出場し、模擬客を相手に、洗車と新規会員
の推進やオイル等の不具合箇所など課題への対
応、接客サービス内容、ユーザー印象度、タイ
ムなどを審査。総合得点で順位が決まりました。
　最優秀賞の渡邊さんは、「指導していただい
たみなさんのおかげ。今日は時間内にミスなく
こなすよう心がけました。サンライズ56SSの
連覇ができてよかった。これからも業務に活か
していけるよう日々の接客業務に精進します」

と笑顔で意気込みを話していました。
　優秀賞には、小玉泰之さん（㈱ＪＡ東宇和
サービス城川中央SS）、土居原志保さん（同）
が選ばれました。
　事務局のＪＡ全農四国石油事業所は、「自然
な笑顔で大きな声も出ており、接客サービスの
レベルは着実に上がっている。お客様目線での
サービスを徹底し、組合員と利用者の信頼を獲
得していきたい」と話しています。

▲�キャプション＝最優秀賞の渡邊さん（中央）と優秀賞
の小玉さん（左）、土居原さん
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書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト Ｊ

Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
が
、
今
年
８
月
、

極
限
ま
で
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
新
商
品
を
発
売
し
ま

し
た
。
そ
の
商
品
名
は
？ 

「
○
○
り
た
ま
ご
」

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
は
、
毎
回
い
い
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。「
動
い
て
い
る
人
に
し
か
チ
ャ
ン
ス

は
来
な
い
」
と
中
村
知
事
の
お
話
…
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
私
も
お
話
を
聞
き
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
60
過
ぎ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
動
き
続
け
、

仕
事
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
山
市
・
松
本　

恵
子
さ
ん
）

　
●
エ
ッ
セ
ー
「
今
だ
か
ら
『
と
べ
り
て
』」。
女
性
の
砥
部

焼
と
い
う
仕
事
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
や
る
気
を
起
こ

す
強
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
素
晴
ら
し
い
。
私
も
焼
き

物
が
好
き
で
す
。
好
き
な
事
が
で
き
る
こ
と
は
う
ら
や

ま
し
い
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
珍
し
い
野
菜
・
豆
類
・
果
物
な
ど
が

あ
っ
た
ら
紹
介
し
て
ほ
し
い
（
そ
こ
に
し
か
な
い
も

の
、
作
っ
て
い
る
も
の
）。

（
今
治
市
・
曽
我
部　

智
子
さ
ん
）

　
●
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
大
好
き
な
ト
マ
ト
を
使
っ
て

の
料
理
は
簡
単
で
試
し
て
み
た
い
と
の
思
い
が
わ
き
ま

し
た
。
特
に
「
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
寿
司
」
に
興
味
が
大

で
す
。
畑
に
ト
マ
ト
が
大
量
に
実
っ
た
頃
に
レ
シ
ピ
を

提
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
最
高
だ
っ
た
！

　

産
直
市
場
や
生
産
者
・
消
費
者
の
声
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商

品
や
珍
し
い
品
種
な
ど
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
和
島
市
・
岡
崎　

八
惠
子
さ
ん
）

　
●
ク
ッ
キ
ン
グ
の
ト
マ
ト
料
理
は
、
す
し
・
チ
リ
ソ
ー
ス

な
ど
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
赤
い
色
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
で
も
楽
し

め
て
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
伊
方
町
・
仲
元　

祐
司
さ
ん
）

　
●
年
に
一
度
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
楽
し
み
に

待
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
た
て
の
お
餅
、
野
菜
・
果

物
・
花
等
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
、
懐
か
し
い
友
だ
ち
と

も
出
会
え
る
し
楽
し
み
で
す
。

　

表
紙
の
絵
は
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
ね
。
今
月
は
ど
ん

な
絵
か
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
の
ク
ー
ラ
ー
の

時
代
で
は
な
く
、
縁
側
で
扇
風
機
に
あ
た
り
な
が
ら
孫

た
ち
の
プ
ー
ル
遊
び
を
見
て
い
た
昔
を
思
い
出
し
ま

す
。
懐
か
し
い
で
す
ね
。

（
松
山
市
・
武
智　

セ
ツ
子
さ
ん
）

●「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
に
つ
い
て
。
肥
料
農

薬
課
が
進
め
て
い
る
、
土
壌
診
断
を
基
本
と
し
た
適
正

施
肥
や
病
害
虫
発
生
予
察
に
基
づ
く
適
期
適
正
防
除
の

徹
底
に
よ
る
収
量
・
品
質
の
向
上
を
め
ざ
す
取
り
組
み

に
は
全
く
同
感
で
、
地
域
Ｊ
Ａ
で
も
営
農
活
動
の
一
環

と
し
て
土
壌
診
断
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
農
地
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
防
除
・
選
定
・

収
穫
な
ど
支
援
体
制
が
確
立
し
て
い
る
先
進
地
の
事
例

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
洲
市
・
大
本　

昭
裕
さ
ん
）

　
●
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
。
私
は
長
い
間
農

業
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
体
調
不
良
で
出
来

な
く
な
っ
て
と
て
も
寂
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

肥
料
・
農
薬
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
土
壌
改
良
と
適
正
施

肥
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
松
山
市
・
仲
野　

孝
賢
さ
ん
）

　
●
特
集
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
読
ん
で
。
中

古
農
機
の
情
報
発
信
や
流
通
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

優
秀
な
産
直
市
の
紹
介
を
取
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
八
幡
浜
市
・
平
家　

祥
照
さ
ん
）

　
●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
の
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、
私
と
同

年
代
で
す
。
何
か
に
熱
中
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
生

き
生
き
輝
い
て
み
え
て
、
と
て
も
ス
テ
キ
で
、
実
年
齢

よ
り
ぐ
っ
と
若
く
見
え
ま
す
。
私
も
生
き
が
い
を
見
つ

け
て
、キ
ラ
キ
ラ
輝
く
女
性
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、
い
つ
も
前
向
き
だ
な
、
輝
い
て

い
る
な
。
輝
い
て
い
る
女
性
は
、
本
当
に
美
し
い
も
の

で
す
ね
。

　

最
近
お
年
寄
り
の
方
か
ら
耳
に
す
る
の
は
、「
運
転
免

許
証
返
し
た
」「
自
転
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
」「
足
が

悪
く
て
買
い
物
が
不
自
由
だ
」な
ど
…
。ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
宅
配
便
を
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
割
高
で
自
分
で
自
由
に
選
べ
な
い
な
ど
の
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
折
、
Ｊ
Ａ
松
山
市
の
移
動
販
売

車
出
発
式
の
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
久
万
店
と
同
じ

価
格
で
、
１
品
あ
た
り
10
円
だ
け
の
手
数
料
。
Ｊ
Ａ
松

山
市
の
買
い
物
弱
者
支
援
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
今
治
市
・
阿
部　

紗
弓
さ
ん
）

★特集では、平成27年産温州み
かん出荷販売対策と消費宣伝
計画を紹介しました。今年産
の食味は、糖は平年並で酸は
低く食味も良好。天候に恵ま
れて販売も好結果を期待して
います。
　「朝採りたまご」は、採卵後
２時間で店頭に並ぶ商品。黄
身・卵白の色、そして何より
卵全体の盛り上がり、爪楊枝
を10本以上刺しても崩れない
締まり…卵かけごはんで食べ
たい卵です。取材後は、つい
つい卵の賞味期限や卵全体の
盛り上がりが気になってしま
いました。皆さんも機会があ
ればぜひお楽しみください。
	 	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約415kcal
牛バラ肉（スライス）	 200ｇ
サツマイモ	 １本（約300ｇ）
椎茸	 ４枚
シメジ	 １パック
サラダ油	 適量
　ニンニク（みじん切り）	 １片分
　生姜（みじん切り）	 １片分
　唐辛子（輪切り）	 ３～５個
　鶏ガラスープ	 300㏄
　砂糖	 大さじ２
　醤油	 大さじ３
水溶き片栗粉	 大さじ２～
ゴマ油	 大さじ1/2
青ネギ（小口切り）	 ２本

〈作り方〉
①　牛バラ肉と里芋は一口大に切り、エリンギは
４㎝の櫛切り、白ネギは斜め薄切りにする。

②　ポリ袋にⒶを入れ、よく混ぜ合わせる。
③　②に①を入れて軽くもみ、空気をしっかり抜
いて真空状態にして口を縛り、沸いた湯で約
30 ～40分程、蓋をして煮込む。

※〈作り方〉②は、ポリ袋を２枚使い、分量を２
等分して作る。

牛バラ肉とエリンギ、里芋の味噌煮 牛バラ肉とサツマイモとキノコの甘辛炒め牛バラ肉の中華煮込み

〈作り方〉
①　牛バラ肉は一口大に切り、熱湯で茹で、冷水
にとる。

②　鍋に①とⒶを入れて火にかけ、沸けばアクを
とり、落とし蓋をして弱火で１～２時間煮込む。

③　肉が柔らかくなれば、生姜、白ネギを取り出
し、水溶き片栗粉でとろみをつける。

④　器に③を盛り付け、塩茹でした青梗菜を、食
べやすく切って添える。

※圧力鍋を使用すれば、作り方②は、Ⓐの水400
㏄、醤油40㏄とし（他は同量）、弱火で約15分。

〈作り方〉
①　牛バラ肉は５㎝幅に切り、サツマイモは１㎝
の拍子木切りにする。

②　椎茸は５㎜の薄切り、シメジは石づきを取り、
ほぐす。

③　フライパンに油を熱し、Ⓐを炒めて香りを出
し、①、②を炒め、Ⓑを加え、少し煮込む。

④　サツマイモに火が通り、スープが少なくなれ
ば、水溶き片栗粉でとろみをつけ、ゴマ油を入
れる。

⑤　器に盛り付け、青ネギをちらす。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約613kcal
牛バラ肉（ブロック）	 400ｇ
エリンギ	 １パック
里芋	 中４個（約200ｇ）
白ネギ	 １本
　麦味噌	 大さじ２
　赤味噌	 大さじ２
　砂糖	 大さじ２
　酒	 大さじ１
　みりん	 大さじ１
　醤油	 小さじ１
ポリ袋	 ２枚

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約839kcal
牛バラ肉（ブロック）	 600ｇ
　水	 800㏄
　みりん	 大さじ１
　砂糖	 大さじ２
　醤油	 80㏄
　八角	 １個
　生姜（薄切り）	 １片
　白ネギ（青い部分）	 １本分
　粒コショウ	 小さじ1/2
　塩	 ２つまみ
水溶き片栗粉	 大さじ２～
青梗菜	 １株
塩	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
）
牛
バ
ラ
肉
の
中
華
煮
込
み
、（
右
）
牛
バ
ラ
肉
と
サ
ツ
マ
イ
モ
と
キ

ノ
コ
の
甘
辛
炒
め
、（
中
後
）
牛
バ
ラ
肉
と
エ
リ
ン
ギ
、
里
芋
の
味
噌
煮

Ⓐ
Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ

絹のような肉質が特徴の安心ブランド
深みのある味わいで、食べごたえアリ

今月の素材

牛バラ肉（伊予牛「絹の味」）

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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